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	応用
	抗原情報
	背景
	CpGメチル化は、胚発生、インプリンティング、およびX染色体不活性化に重要なエピジェネティック修飾です。マウスを用いた研究では、DNAメチル化が哺乳類の発生に必須であることが実証されています。この遺伝子はDNAメチルトランスフェラーゼをコードしており、これは維持メチル化ではなく、de novoメチル化に機能すると考えられています。このタンパク質は主に核に局在し、その発現は発生段階に応じて制御されます。この遺伝子の変異は、免疫不全・セントロメア不安定性・顔面異常（ICF）症候群を引き起こします。選択的スプライシングによって生じる8つの転写バリアントが報告されています。バリアント4および5の全長配列は未だ決定されていません。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	DNMT3BマウスmAbを用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	DNMT3BマウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	DNMT3B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

